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結果概要 

小水力発電候補地である坊所川(小水力発電所遺構)で想定される導水管ルート等の現地調

査を行い、事業化の検討を行った。 

 

１． 坊所川について 

 取水地点跡～沈砂池跡～発電所跡の経路を基に、導水ルートの現地調査を実施したが、

当時の経路は山深く、可能な範囲での確認となった。 

 坊所川の流量を踏まえると、発電には実窪沢の水量の７～８割を取水する必要がある。 

 当時は、導水管のほか、トンネルを建設して水を通していたようである。 

 トンネルを建設すると工事費がかさむので等高線に沿って導水管を配管する手法が

現実的である。 

 下道の整備で工事費がかかっていては、事業採算性を確保することはできず、事業化

は見込めない。 

 事業化を実現するためには、ボランティアでハイキングコースを整備し、そこに導水

管を設置するなどの対応が必要となる。 


